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(57)【要約】
【課題】本発明は、自動車の運行において多様な原因で
発生する過電流、異常電流、短絡電流を区分して検出し
、バッテリーの電源出力を遮断させて自動車の安全性の
向上を提供する自動車のバッテリー電源遮断装置を開示
する。
【解決手段】本発明の実施形態に係る自動車のバッテリ
ー電源遮断装置は、自動車の運行中の衝突と衝突による
衝撃量とを検出する衝突感知部と、バッテリーの出力電
流量を検出するバッテリーセンサーと、衝突感知部で提
供される衝撃量とバッテリーセンサーで提供されるバッ
テリーの出力電流量とを分析して衝突電流、短絡電流、
過電流の発生を判定して電源遮断制御を実行する制御部
と、制御部の制御により大容量負荷要素に供給されるバ
ッテリー電源を遮断するスイッチと、を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車の運行中の衝突と衝突による衝撃量とを検出する衝突感知部と、
　バッテリーの出力電流量を検出するバッテリーセンサーと、
　前記衝突感知部で提供される衝撃量と前記バッテリーセンサーで提供される前記バッテ
リーの出力電流量とを分析して衝突電流、短絡電流、過電流の発生を判定して電源遮断制
御を実行する制御部と、
　前記制御部の制御により大容量負荷要素に供給されるバッテリー電源を遮断するスイッ
チと、
　を含む自動車のバッテリー電源遮断装置。
【請求項２】
　前記衝突感知部は、衝撃量を検出するエアバッグセンサーあるいは瞬間加速度を検出す
るＧセンサーから構成される、請求項１に記載の自動車のバッテリー電源遮断装置。
【請求項３】
　前記バッテリーセンサーは、シャント抵抗から構成される、請求項１に記載の自動車の
バッテリー電源遮断装置。
【請求項４】
　前記スイッチは、ラッチリレーから構成される、請求項１に記載の自動車のバッテリー
電源遮断装置。
【請求項５】
　前記スイッチの一側と非常電源負荷とを連結して前記非常電源負荷に常時電源を供給す
る、請求項１に記載の自動車のバッテリー電源遮断装置。
【請求項６】
　前記制御部の制御により衝突電流、短絡電流、過電流の発生と電源遮断情報とを所定の
形式で出力して運転者の対応を誘導する表示部を含む、請求項１に記載の自動車のバッテ
リー電源遮断装置。
【請求項７】
　前記制御部は、基準以上の衝撃量の検出で事故発生が判定され、且つ前記バッテリーの
出力電流量が設定された第１電流量を超えて第１基準時間の間持続する場合、事故発生に
よる高圧ケーブルの短絡、ケーブル心線の露出、または負荷装置の破損による衝突電流発
生と判定する、請求項１に記載の自動車のバッテリー電源遮断装置。
【請求項８】
　前記制御部は、事故発生が判定されない状態で、前記バッテリーの出力電流量が設定さ
れた第２電流量を超えて第２基準時間の間持続する場合、過電流発生と判断する、請求項
１に記載の自動車のバッテリー電源遮断装置。
【請求項９】
　前記制御部は、事故発生が判定されない状態で、前記バッテリーの出力電流量が設定さ
れた第３電流量を超えて第１基準時間の間持続する場合、短絡電流の発生と判断する、請
求項１に記載の自動車のバッテリー電源遮断装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、衝突電流、過電流、短絡電流のうちのいずれか一つあるいは一つ以上の
発生が判定されると、駆動部を通じて前記スイッチをオフさせて前記大容量負荷要素であ
るスタータ、オルタネータ、自動車負荷に供給される前記バッテリー電源を遮断する、請
求項１に記載の自動車のバッテリー電源遮断装置。
【請求項１１】
　自動車に印加される衝撃量とバッテリーの出力電流量とを検出する過程と、
　前記衝撃量と前記バッテリーの出力電流量とを分析して衝突電流、短絡電流、過電流の
発生が検出されるか判断する過程と、
　前記衝突電流、短絡電流、過電流のうちのいずれか一つ以上が検出されると、大容量負
荷に供給されるバッテリー電源を遮断する過程と、
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　を含む自動車のバッテリー電源遮断方法。
【請求項１２】
　前記衝突電流、短絡電流、過電流のうちのいずれか一つの検出により前記大容量負荷に
供給される前記バッテリー電源の遮断が実行されると、異常電流の発生情報および電源遮
断情報を所定の形式で出力して迅速な対応を誘導する、請求項１１に記載の自動車のバッ
テリー電源遮断方法。
【請求項１３】
　前記衝突電流、短絡電流、過電流のうちのいずれか一つの検出により前記大容量負荷に
供給される前記バッテリー電源を遮断した状態で、非常電源負荷には常時電源を供給して
前記自動車の非常状態を警告する、請求項１１に記載の自動車のバッテリー電源遮断方法
。
【請求項１４】
　前記衝撃量が事故発生と判定され、且つ前記バッテリーの出力電流量が設定された第１
電流量を超えて第１基準時間の間持続する場合、高圧ケーブルの短絡またはケーブル心線
の露出による衝突電流発生と判定する、請求項１１に記載の自動車のバッテリー電源遮断
方法。
【請求項１５】
　前記衝撃量が事故発生と判定されず、且つ前記バッテリーの出力電流量が設定された第
２電流量を超えて第２基準時間の間持続する場合、過電流発生と判断する、請求項１１に
記載の自動車のバッテリー電源遮断方法。
【請求項１６】
　前記衝撃量が事故発生と判定されず、且つ前記バッテリーの出力電流量が設定された第
３電流量を超えて第１基準時間の間持続する場合、短絡電流の発生と判断する、請求項１
１に記載の自動車のバッテリー電源遮断方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車のバッテリー電源遮断装置および方法に関し、より詳しくは、自動車
の運行において多様な原因で発生する過電流、異常電流、短絡電流を区分して検出し、バ
ッテリーの電源出力を遮断させて自動車の安全性の向上を提供しようとする自動車のバッ
テリー電源遮断装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の自動車には、電力系統の過電流の発生を監視してバッテリーの出力を遮断する機
能が提供されていない。
【０００３】
　したがって、自動車の運行中の衝突や衝突事故によるケーブルの短絡やケーブル心線の
露出、原因不明の漏電や負荷の故障による短絡、使用者の不注意による短絡の発生、自動
車の老朽化による負荷および制御器モジュール内の水分流入などにより過電流および異常
電流が発生することがあり、このような場合、自動車に火災を発生させる危険性が存在す
る。
【０００４】
　また、自動車における過電流の発生は、電子制御装置の破損と制御系統に誤動作を誘発
させて急発進などの２次事故を発生させることがあり、運転者や整備作業者に露出されて
感電などの２次事故を発生させる深刻な危険性が存在する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】韓国公開特許第１０－２０１２－０００４１２９号公報
【特許文献１】特開第２００５－０９４８８３号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記問題点を解決するためになされたものであって、その目的は、自動車の
運行において負荷故障、衝突によるケーブルの短絡および心線露出、制御器モジュール内
の水分流入などにより衝突電流、短絡電流、過電流が発生する場合、バッテリーの電源出
力を遮断させて自動車の安全性の向上を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施形態に係る特徴は、自動車の運行中の衝突と衝突による衝撃量とを検出す
る衝突感知部と、バッテリーの出力電流量を検出するバッテリーセンサーと、前記衝突感
知部で提供される衝撃量と前記バッテリーセンサーで提供される前記バッテリーの出力電
流量とを分析して衝突電流、短絡電流、過電流の発生を判定して電源遮断制御を実行する
制御部と、前記制御部の制御により大容量負荷要素に供給されるバッテリー電源を遮断す
るスイッチと、を含む自動車のバッテリー電源遮断装置が提供される。
【０００８】
　前記衝突感知部は、衝撃量を検出するエアバッグセンサーあるいは瞬間加速度を検出す
るＧセンサーから構成され得る。
【０００９】
　前記バッテリーセンサーは、シャント抵抗から構成され得る。
【００１０】
　前記スイッチは、ラッチリレーから構成され得る。
【００１１】
　前記スイッチの一側と非常電源負荷とを連結して前記非常電源負荷に常時電源を供給す
ることができる。
【００１２】
　前記制御部の制御により衝突電流、短絡電流、過電流の発生と電源遮断情報とを所定の
形式で出力して運転者の対応を誘導する表示部を含むことができる。
【００１３】
　前記制御部は、基準以上の衝撃量の検出で事故発生が判定され、且つ前記バッテリーの
出力電流量が設定された第１電流量を超えて第１基準時間の間持続する場合、事故発生に
よる高圧ケーブルの短絡、ケーブル心線の露出、または負荷装置の破損による衝突電流発
生と判定することができる。
【００１４】
　前記制御部は、事故発生が判定されない状態で、前記バッテリーの出力電流量が設定さ
れた第２電流量を超えて第２基準時間の間持続する場合、過電流発生と判断することがで
きる。
【００１５】
　前記制御部は、事故発生が判定されない状態で、前記バッテリーの出力電流量が設定さ
れた第３電流量を超えて第１基準時間の間持続する場合、短絡電流の発生と判断すること
ができる。
【００１６】
　前記制御部は、衝突電流、過電流、短絡電流のうちのいずれか一つあるいは一つ以上の
発生が判定されると、駆動部を通じて前記スイッチをオフさせて前記大容量負荷要素であ
るスタータ、オルタネータ、自動車負荷に供給される前記バッテリー電源を遮断すること
ができる。
【００１７】
　また、本発明の他の実施形態に係る特徴は、自動車に印加される衝撃量とバッテリーの
出力電流量とを検出する過程と、前記衝撃量と前記バッテリーの出力電流量とを分析して
衝突電流、短絡電流、過電流の発生が検出されるか判断する過程と、衝突電流、短絡電流
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、過電流のうちのいずれか一つ以上が検出されると、大容量負荷に供給されるバッテリー
電源を遮断する過程と、を含む自動車のバッテリー電源遮断方法が提供される。
【００１８】
　前記衝突電流、短絡電流、過電流のうちのいずれか一つの検出により前記大容量負荷に
供給される前記バッテリー電源の遮断が実行されると、異常電流の発生情報および電源遮
断情報を所定の形式で出力して迅速な対応を誘導することができる。
【００１９】
　前記衝突電流、短絡電流、過電流のうちのいずれか一つの検出により前記大容量負荷に
供給される前記バッテリー電源を遮断した状態で、非常電源負荷には常時電源を供給して
前記自動車の非常状態を警告することができる。
【００２０】
　前記衝撃量が事故発生と判定され、且つ前記バッテリーの出力電流量が設定された第１
電流量を超えて第１基準時間の間持続する場合、高圧ケーブルの短絡またはケーブル心線
の露出による衝突電流発生と判定することができる。
【００２１】
　前記衝撃量が事故発生と判定されず、且つ前記バッテリーの出力電流量が設定された第
２電流量を超えて第２基準時間の間持続する場合、過電流発生と判断することができる。
【００２２】
　前記衝撃量が事故発生と判定されず、且つ前記バッテリーの出力電流量が設定された第
３電流量を超えて第１基準時間の間持続する場合、短絡電流の発生と判断することができ
る。
【発明の効果】
【００２３】
　このように、本発明は、自動車の運行において衝突電流、短絡電流、過電流の発生を感
知し、バッテリーの出力電源を遮断させて火災発生を事前に予防することによって人命被
害の発生を防止する効果がある。
【００２４】
　本発明は、自動車の運行において衝突電流、短絡電流、過電流のうちの少なくともいず
れか一つの発生が感知されると、バッテリーの出力電源を遮断させることによって自動車
に備えられる電子制御装置の破損、制御系統の誤動作、運転者と整備作業者の感電など２
次事故の発生を事前に予防できる効果がある。
【００２５】
　本発明は、自動車でヒューズ（Ｆｕｓｅ）で保護されない区間であるバッテリーにおい
て、スタータ区間で発生される過電流、短絡電流、衝突電流による火災発生を事前に防止
できるため、自動車の運行に安全性が提供される効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施形態に係る自動車のバッテリー電源遮断装置を概略的に示した図面
である。
【図２】本発明の実施形態に係る自動車のバッテリー電源遮断順序を概略的に示した図面
である。
【図３】本発明の実施形態に係る自動車のバッテリー電源遮断装置における衝突判定フロ
ーチャートである。
【図４】本発明の実施形態に係る自動車のバッテリー電源遮断装置における異常電流判定
フローチャートである。
【図５】本発明の実施形態に係る自動車のバッテリー電源遮断装置における過電流判定フ
ローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、添付図面を参照して本発明の実施形態を本発明が属する技術分野における通常の
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知識を有する者が容易に実施することができるように詳細に説明する。本発明は、多様な
異なる形態で実現することができ、ここで説明する実施形態に限定されない。
【００２８】
　本発明を明確に説明するために、説明上不要な部分は省略し、明細書全体にわたって同
一または類似する構成要素については同一の参照符号を付与した。
【００２９】
　また、図面に示された各構成は、説明の便宜のために任意に示したため、本発明は必ず
しも図面に示されたものに限定されるのではない。
【００３０】
　図１は、本発明の実施形態に係る自動車のバッテリー電源遮断装置を概略的に示した図
面である。
【００３１】
　図１を参照すれば、本発明の実施形態は、衝突感知部１０１と、バッテリーセンサー１
０２と、制御部１０３と、駆動部１０４と、スイッチ１０５と、表示部１０６とを含む。
【００３２】
　前記衝突感知部１０１は、自動車の運行中の衝突や衝突による衝撃量を検出してそれに
関する情報を制御部１０３に提供する。
【００３３】
　前記衝突感知部１０１は、衝撃量を検出するエアバッグセンサーあるいは瞬間加速度を
検出するＧセンサーで適用され得る。
【００３４】
　バッテリーセンサー１０２は、バッテリーの出力端子（＋）に連結されて、バッテリー
で出力される電流量を検出し、それに関する情報を制御部１０３に提供する。
【００３５】
　前記バッテリーセンサー１０２は、シャント（Ｓｈｕｎｔ）抵抗から構成され得る。
【００３６】
　制御部１０３は、前記衝突感知部１０１から設定された基準量以上の衝撃量が検出され
ると、自動車の衝突あるいは衝突事故の発生と判定し、バッテリーセンサー１０２で検出
されるバッテリーの出力電流量が設定された第１電流量（３００Ａ）以上で第１基準時間
（２０ｍｓ）以上持続する場合、衝突や衝突による外部の衝撃により高圧ケーブルの短絡
、ケーブル心線の露出、または負荷装置の破損による衝突電流が発生したと判定する。
【００３７】
　前記制御部１０３は、衝突が判定される時、３００Ａ以上の電流量が２０ｍｓ以上持続
する場合、衝突電流の発生と判定することができる。
【００３８】
　前記制御部１０３は、前記衝突感知部１０１から設定された基準量以上の衝撃量が検出
されない状態、つまり、衝突が判定されない状態で、バッテリーセンサー１０２で検出さ
れるバッテリーの出力電流量が設定された第２電流量（５００Ａ）を超えて第２基準時間
（３０秒）の間持続する場合、過電流発生と判断することができる。
【００３９】
　前記制御部１０３は、前記衝突感知部１０１から設定された基準量以上の衝撃量が検出
されない状態、つまり、衝突が判定されない状態で、バッテリーセンサー１０２で検出さ
れるバッテリーの出力電流量が設定された第３電流量（１０００Ａ）を超えて第１基準時
間（２０ｍｓ）以上持続する場合、大電流ケーブルが車体と短絡されて短絡電流が発生す
ると判断することができる。
【００４０】
　前記制御部１０３は、衝突電流、過電流、短絡電流のうちのいずれか一つあるいは一つ
以上の発生が判定されると、駆動部１０４を通じてスイッチ１０５をオフさせて大容量負
荷要素であるスタータ２０１、オルタネータ２０２、自動車負荷２０３に供給されるバッ
テリー電源を遮断する。
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【００４１】
　前記制御部１０３は、衝突電流、過電流、短絡電流のうちのいずれか一つの発生が判定
されて駆動部１０４を通じてスイッチ１０５をオフさせた状態で、非常電源負荷にはバッ
テリーの電圧が供給されるようにして自動車の非常状態を周辺の運転者に警告できるよう
にする。
【００４２】
　駆動部１０４は、前記制御部１０３の制御信号によりスイッチ１０５のオン／オフを実
行させる。
【００４３】
　スイッチ１０５は、前記駆動部１０４によりオン／オフ作動して自動車で大容量負荷要
素であるスタータ２０１、オルタネータ２０２、自動車負荷２０３に供給されるバッテリ
ー電源を遮断する。
【００４４】
　前記スイッチ１０５は、ラッチリレーから構成され得る。
【００４５】
　表示部１０６は、運転者が簡単に認知することができるようにクラスターに所定の形式
で備えられ、前記制御部１０３の制御信号により衝突電流、短絡電流、過電流の発生情報
とバッテリーの電源の出力遮断情報とを所定の方式で出力する。
【００４６】
　前述したような機能を含む本発明の動作は次のとおりである。
【００４７】
　本発明が適用された自動車が運行される状態で、制御部１０３は、自動車の情報を収集
し（Ｓ１１０）、衝突感知部１０１で提供される情報を分析して衝突発生が検出されるか
判断する（Ｓ１２０）。
【００４８】
　前記制御部１０３は、図３から分かるように、衝突感知部１０１から設定された基準量
以上の衝撃量が検出される（Ｓ１２１）と、衝撃が検出される回数をカウントして（Ｓ１
２２）、設定された一定の時間、例えば２０ｍｓ以内に設定された基準回数を超える（Ｓ
１２３）と、自動車の衝突あるいは衝突事故の発生と判定する（Ｓ１２４）。
【００４９】
　前記制御部１０３は、前記ステップＳ１２０で自動車の衝突あるいは衝突事故の発生が
判定されると、バッテリーセンサー１０２で提供されるバッテリー情報を収集し（Ｓ１３
０）、衝突電流が発生される状態であるか判断する（Ｓ１４０）。
【００５０】
　前記制御部１０３は、前記ステップＳ１４０で自動車の衝突あるいは衝突事故の発生が
判定された状態で、バッテリーの出力電流量が設定された第１電流量（３００Ａ）以上で
第１基準時間（２０ｍｓ）以上持続する場合、衝突や衝突による外部の衝撃で高圧ケーブ
ルの短絡、ケーブル心線の露出、負荷装置の破損などによる衝突電流が発生したと判定す
る。
【００５１】
　前記制御部１０３は、衝突が判定される時、３００Ａ以上の電流量が２０ｍｓ以上持続
する場合、衝突電流の発生と判定することができる。
【００５２】
　前記制御部１０３は、衝突電流の発生が判定されると、駆動部１０４を通じてスイッチ
１０５をオフさせて大容量負荷要素であるスタータ２０１、オルタネータ２０２、自動車
負荷２０３に供給されるバッテリー電源を遮断する（Ｓ１５０）。
【００５３】
　上記したようにスイッチ１０５をオフさせてバッテリーの出力電源を遮断した状態で、
非常電源負荷には常時電源が供給されるように連結されるため、自動車の非常状態を周辺
の運転者に警告する（Ｓ１６０）。
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【００５４】
　また、前記制御部１０３は、自動車の衝突や衝突事故の発生により衝突電流が発生して
バッテリー電源の出力を遮断した情報をクラスターに備えられる表示部１０６を通じて所
定の方式で出力させて運転者により迅速な対応措置が行われるようにする（Ｓ１７０）。
【００５５】
　前記制御部１０３は、前記ステップＳ１２０で自動車の衝突や追突事故の発生が検出さ
れないと、バッテリーセンサー１０２で提供されるバッテリー情報を収集し（Ｓ１８０）
、短絡電流が発生される状態であるか判断する（Ｓ１９０）。
【００５６】
　前記制御部１０３は、図４から分かるように、自動車の衝突や衝突事故の発生が検出さ
れない状態で、バッテリーセンサー１０２を通じてバッテリーの電流を計測し（Ｓ１９１
）、バッテリーの出力電流量が設定された第３電流量（１０００Ａ）を超えるか判断する
（Ｓ１９２）。
【００５７】
　前記制御部１０３は、前記ステップＳ１９２でバッテリーの出力電流量が設定された第
３電流量（１０００Ａ）を超えると、異常電流の発生カウンターを増加させ（Ｓ１９３）
、電流計側の反復が一定の回数を超えた場合（Ｓ１９４）、異常電流カウンターが一定の
回数あるいは一定の時間（２０ｍｓ）を超えると、大電流ケーブルが車体と短絡されて非
常に大きい電流である短絡電流の発生と判定する（Ｓ１９６）。
【００５８】
　前記制御部１０３は、上記で短絡電流の発生が判定されると、駆動部１０４を通じてス
イッチ１０５をオフさせて大容量負荷要素であるスタータ２０１、オルタネータ２０２、
自動車負荷２０３に供給されるバッテリー電源を遮断する（Ｓ１５０）。
【００５９】
　上記したように短絡電流の発生によりスイッチ１０５をオフさせてバッテリーの出力電
源を遮断した状態で、非常電源負荷には常時電源が供給されるように連結されるため、自
動車の非常状態を周辺の運転者に警告する（Ｓ１６０）。
【００６０】
　前記制御部１０３は、短絡電流が発生してバッテリー電源の出力を遮断した情報をクラ
スターに備えらえる表示部１０６を通じて所定の方式で出力させて運転者により迅速な対
応措置が行われるようにする（Ｓ１７０）。
【００６１】
　前記制御部１０３は、前記ステップＳ１９０で短絡電流の発生が検出されないと、過電
流が発生しているか判断する（Ｓ２００）。
【００６２】
　前記制御部１０３は、図５から分かるように、バッテリーセンサー１０２を通じてバッ
テリーの出力電流を検出し（Ｓ２０１）、バッテリーの出力電流量が設定された第２電流
量（５００Ａ）を超えて第２基準時間（３０秒）の間持続すると（Ｓ２０２）、過電流発
生と判断することができる（Ｓ２０３）。
【００６３】
　前記制御部１０３は、上記で過電流の発生が判定されると、駆動部１０４を通じてスイ
ッチ１０５をオフさせて大容量負荷要素であるスタータ２０１、オルタネータ２０２、自
動車負荷２０３に供給されるバッテリー電源を遮断する（Ｓ１５０）。
【００６４】
　上記したように、過電流の発生によりスイッチ１０５をオフさせてバッテリーの出力電
源を遮断した状態で、非常電源負荷には常時電源が供給されるように連結されるため、自
動車の非常状態を周辺の運転者に警告する（Ｓ１６０）。
【００６５】
　前記制御部１０３は、過電流が発生してバッテリー電源の出力を遮断した情報をクラス
ターに備えられる表示部１０６を通じて所定の方式で出力させて運転者により迅速な対応
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措置が行われるようにする（Ｓ１７０）。
【００６６】
　以上で本発明は限定された実施形態と図面により説明されたが、本発明はこれによって
限定されず、本発明が属する技術分野における通常の知識を有する者が本発明の技術思想
と特許請求の範囲の均等範囲内で多様な修正および変形が可能であることはもちろんであ
る。
【符号の説明】
【００６７】
　１０１…衝突感知部
　１０２…バッテリーセンサー
　１０３…制御部
　１０４…駆動部
　１０５…スイッチ
　１０６…表示部

【図１】 【図２】
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